
様式第1号(第2条関係) 

 

奨 学 金 貸 与 申 請 書 

 ふりがな 

 氏 名 
 本人の住所 

電話(       ) 

 家族の住所 

電話(       ) 

 出 身 高 校 

( 中 ) 学 校 

        中 学 校 

 高等学校          科   ※  

 

全日制 

定時制 

通信制 

 在 籍 ( 入 学 

決 定 ) 学 校 

学校名     学 部     学科(課程)  

     ※ 

所在地 

全日制 

定時制 

通信制 

昼間部 

夜間部 

の
状
況

 

家
族
及
び
所
得 

続 柄 氏 名 年 齢 健 康 状 態 年 収 ( 税 込 み ) 備 考 

1 本 人 
  

歳 
      

2  父 
          

3  母 
          

者
に
○
印
を
付
す
こ
と
。

 

家
計
支
持
者
に×

印
を
別
居 

4 
          

5 
          

6 
          

7 
          

8 
          

9 
          

10 
          

現に支給を受け、又

は支給が決定して

いる奨学金 

奨
学
金
の
名
称 

  
月

額 

円※(給付等・貸与等) 

  
円※(給付等・貸与等) 

  
円※(給付等・貸与等) 

 



奨
学
金
を
希
望
す
る
理
由 

  

  

  

  

  

  

  

  

 海陽町奨学金貸与条例の規定に基づく奨学金の貸与を受けたいので、関係書類を添えて申請し

ます。 
 

年   月   日 
 海陽町長   様 

本 人 氏 名                

連帯保証人 住 所                  

氏 名                 

年   月   日生 

                    

                        本人との関係 

記載要領 

 1 「家族及び所得の状況」の「健康状態」欄は、障害者及び6月以上の長期療養者については

その旨を記入すること。 

 2 「家族及び所得の状況」の「備考」欄は、父又は母が死亡している場合はその旨及び年月日

を、就学者については在学学校名を記入すること。 

 3 連帯保証人は、奨学金の返還の責任を負いうる者であり、父母、兄姉等が望ましいが、事情

によっては、これらに代わる適当な者を選定すること。 

 4 連帯保証人の住所及び氏名は、連帯保証人が必ず自筆で記入すること。 

 5 ※印のところは、該当するものを〇で囲むこと。 


